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中山 真 
 
要  旨 
本研究の目的は，ストレスへの耐性であるレジリエンスを高めるという観点で，子どものた
めの心理教育プログラム「セカンドステップ」について概観すること，また，教育現場での実
践可能性について，現場での実践研究の前に，調査データを基に予備的な検討を行うことであ
った。レジリエンスについては，発達過程における様々な経験によって後天的に高めることが
可能な「獲得的レジリエンス」に着目した。今後の課題として，保育・教育現場での幼児を対
象とする実践と効果検証の必要性について論じた。 
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問題と目的 
 本研究の目的は，子どものための心理教育プ
ログラムである「セカンドステップ」について
概観し，教育現場での実践可能性について，現
場での実践研究の前に，調査データを基に予備
的な検討を行うことである。 
 東日本大震災などの大規模災害や事件・事故
による PTSD，校内でのいじめや不登校など，
子どもたちの心の健康に対して，ますます関心
が高まっている。心の健康と密接に関連する概
念がストレス（stress）である。子どものストレ
スに関する研究は，幼児および児童期・青年期
（小学生・中学生・高校生）それぞれにおいて
行われてきた（e.g., 小花和, 2002; 長根, 1991; 
岡安・嶋田・丹羽・森・矢富, 1992; 宮ノ腰・橘, 
2002）。このことは，大人のみならず子どももス
トレスに直面していることを示唆している（古
守・大井, 2008）。 
獲得的レジリエンス 
 また，ストレスへの耐性として，レジリエン
ス（resilience）という概念がある。レジリエンス
とは，困難で脅威的な状態にさらされることで
一時的に心理的不健康の状態に陥っても，それ
を乗り越え，精神的病理を示さず，よく適応し
ている”（小塩・中谷・金子・長峰, 2002）状態
のことを指す。高辻（2002）は，子どものレジ
リエンスの一つとして「社会的スキルの柔軟な
利用」を挙げ，これは，教師の指導や介入によ
って適応を促しやすいと述べている。 
 平野（2010）は，このような指導や介入を含
め，レジリエンスを後天的に高める視座を得る
ため，資質的性質と獲得的性質の 2つにレジリ
エンスを分類する試みを行っている。資質的レ
ジリエンスとしては，楽観性，統御力，社交性，
行動力といった気質的なものや体調や感情な
どの生物学的条件に規定される要因が挙げら
れている。一方で，獲得的レジリエンスとして
は，問題解決志向（状況を改善するために，問
題を積極的に解決しようとする意志をもち，解
決方法を学ぼうとする力），自己理解（自分の考
えや，自分自身について理解・把握し，自分の
特性に合った目標設定や行動ができる力），他
者心理の理解（他者の心理を認知的に理解，も
しくは受容する力）が挙げられている。子ども
のストレスやストレスに起因する様々な問題
を乗り越えるためには，この獲得的レジリエン
スにアプローチする介入が求められると考え
られる。 
セカンドステップ 
 獲得的レジリエンスに関連した介入として，
本研究では「セカンドステップ（Second Step）」
に着目する。セカンドステップはアメリカの
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NPO Committee for Childrenによって開発された，
子どもの暴力防止をねらいとした教育プログ
ラムである（日本こどものための委員会, 2009）。
このプログラムは，ソーシャルスキルトレーニ
ングの学習方法が用いられ，「相互の理解」（自
分の気持ちを表現し，相手の気持ちに共感して，
お互いに理解し合い思いやりのある関係をつ
くること）や，「問題の解決」（困難な状況に前
向きに取り組み，問題を柔軟に解決する力を養
って，円滑な関係をつくること）などのプログ
ラムから構成される。暴力防止を主なねらいに
しているプログラムではあるが，ソーシャルス
キルの学習や人としての資質を積極的に開発
し，社会的発達を促すことも目的であり（小泉, 
2011），内容的にも獲得的レジリエンスとの関連
性の強いプログラムであると考えられる。 
 セカンドステップには教材があり，28cm×
43cmのレッスンカード（写真）がその中心とな
る。教材は対象年齢別にコース 0 からコース 5
があり，4～8歳用のコース 1ではレッスンカー
ドが 33枚あり，他に歌の CDやパペットなども
付属する。セカンドステップの実践者となる先
生や指導員，セラピストは，子どもたちの前に
立ち，子どもたちの生活の中で起こりそうな場
面の写真を見せ，写真の人物の気持ちを尋ねる
など，積極的に発言を促す。歌やゲーム，ロー
ルプレイを含むこともある。1 回のレッスンの
所要時間は約 20分程度である。 
セカンドステップの普及と効果 
 日本こどものための委員会（2009）によれば，
セカンドステップは，日本全国の保育所，幼稚
園，小学校，児童養護施設などにおいて実践さ
れている。その数は 300を超えるという記載が
ある（日本こどものための委員会, 2017）。セカ
ンドステップを実践するためには，日本こども
のための委員会に入会し（入会金 2,000 円，年
会費 3,000円），各地で開催される研修会に参加
する必要がある。研修会は 1日のものと 2日の
ものがあり，参加費用は，1 日の研修が事前学
習用のDVDが 4,320円，受講料が 15,120円，2
日の研修は受講料のみで 30,240円である。教材
はコースや構成によって異なるが，コース 1の
パペット付は 30,240円である（日本こどものた
めの委員会, 2017）。 
 効果については，小学 1年生の行動をセカン
ドステップ実施校と非実施校とで 1年半の間隔
を置いて比較し，反社会的行動や攻撃的行動に
ついての教師や研究者による評価得点が，実施
校において下がったという報告がある（宮崎, 
2008; 2013）。幼児への効果については，保育所
の年長児クラスでの 1 年間に渡る介入の結果，
ソーシャルスキルと問題行動に肯定的な変化
が確認されている（金山, 2014）。 
 しかし，実際に保育現場・教育現場などでセ
カンドステップが導入・実施されるには，保育
者・教育者がその意義や効果を理解し，実践で
きると思えることが必要になる。ここまでセカ
ンドステップについて概観してきたが，さらに，
現場での実践可能性について予備的な検討を
行うこととする。具体的には，セカンドステッ
プを保育・教育志望学生に実演を交えて紹介し，
実践可能性に対する質問紙調査を行う。 
 
方  法 
参加者と手続き 
 幼稚園教諭免許および保育士資格の取得を
目指す短期大学 2年次の学生のうち，幼児理解
および教育相談に関わる科目を履修する 79 名
を調査対象とした。授業時 2回に渡ってセカン
ドステップを取り上げ，著者が実際に実演し，
参加者は子どもの立場でセカンドステップに
参加した。その後，調査項目が掲載された質問
票にその場で回答を求め，回収した。なお，分
析対象としたのは 2週続けて授業に参加し，回
答に大きな不備のない 76名分の回答である。 
セカンドステップの実施状況 
 まず，セカンドステップについて，資料と映
像を用いて説明を行った。配布した資料は本稿
の稿末に添付しているが（Appendix 1），①セカ
ンドステップが開発された背景，②セカンドス
テップの内容（教材写真）と指導方法，③セカ
ンドステップの効果を掲載し，園や学校でセカ
ンドステップを実施した際に，家庭にそれを紹
介するおたよりの例も添えた。映像は，セカン
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ドステップが取り上げられた，NHKのニュース
番組での特集を使用した。なお，この映像は，
日本こどものための委員会主催セカンドステ
ップ研修会でも DVD に収録されたものが配布
され，日本こどものための委員会の YouTubeチ
ャンネルにもアップロードされている
（https://youtu.be/oeJZLQgNVL4）。 
 使用したセカンドステップの教材は，4歳〜8
歳が対象年齢のコース 1である。これは，参加
者の学生が幼児教育を志望しているため，幼児
を対象年齢に含むものとした。このコースⅠの
プログラムのうち，第 1章：相互の理解「レッ
スン 2：気持ちⅠ」，第 2章：問題の解決「レッ
スン 7：順番にする」，第 3章：怒りの扱い「レ
ッスン 2：落ちつく」を実践し，第 1 章：相互
の理解「レッスン 3：気持ちⅡ」は教材を見せ
て紹介した。以下に取り上げた章・レッスンに
ついての説明を述べる。 
第 1章：相互の理解は，「自分の気持ちを表現
し，相手の気持ちに共感して，お互いに理解し
合い思いやりのある関係をつくること」をねら
いとしている。レッスン 2：気持ちⅠは，「顔の
表情やからだの動き，ことばづかいから，相手
の気持ちを感じ取り『うれしい』『悲しい』『怒
る』などのことばで表現すること」が目標とな
る。なお，レッスン 3：気持ちⅡは「驚いた」
「怖い」「イヤな」という感情がテーマとなって
おり，気持ちⅠ・Ⅱ全体で，6 つの基本感情
（Ekman, 1972）の自覚に役立つようになってい
る。 
第 2章：問題の解決は，「困難な状況に前向き
に取り組み，問題を柔軟に解決する力を養って，
円滑な関係をつくること」がねらいである。レ
ッスン 7：順番にするは，「順番にするために待
つこと」を目標としている。 
第 3 章：怒りの扱いは，「怒りの感情を自覚
し，自分でコントロールする力を養い，建設的
に解決する関係をつくること」をねらいとして
いる。レッスン 2：落ちつくは，「怒りをやわら
げるためには，深呼吸すること，数をかぞえる
こと，自分にいいきかせること」を目標として
いる。 
 セカンドステップを実践した著者は，日本こ
どものための委員会主催研修会を受講し，実践
を認められた者である。 
調査項目 
 セカンドステップについての説明と実践例
を体験した上で，以下の項目に回答を求めた。
①問題を解決しようとする力を高めたり，自
己・他者のこころの理解を深めたりするために
効果がありそうか（1. 効果がなさそう〜5. 効
果がありそう），②園や施設で実践してみたい
と思うか（1. 実践してみたいとは思わない〜5. 
実践してみたい），③実践するのは難しそうか
（1. 簡単そう〜5. 難しそう），④研修・教材の
費用は高いか（1. 安い〜5. 研修・教材は高い）
の 4項目で，いずれも 5件法である。なお，費
用に関する情報として，研修費用約 25,000 円，
教材約 30,000円と調査票に記載した。 
 
結果と考察 
 それぞれの項目ごとに平均値と標準偏差を
算出した。①効果については，M = 3.75±0.93，
②実践してみたいかについては，M = 3.49±0.98，
③実践するのは難しいかについては，M = 3.53
±0.91，④研修・教材の費用は高いかについて
は，M = 3.87±0.96であった。また，それぞれの
項目について，回答が得られた選択肢ごとの割
合をグラフに示した（Figure 1）。 結果から，
全体的に中立的な回答が多いが，①効果につい
ては，効果ありと考える回答が多く，②実践し
てみたいかについては，実践してみたいという
回答が多く，③実践するのは難しいかについて
は，難しいという回答が多く，④費用について
は，高いという回答が多い，というような傾向
がそれぞれ見られた。 
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Figure 1. セカンドステップの実践についての回答 
 
 子どもたちが，獲得的レジリエンスに含まれ
る，問題解決志向を高めたり，自己・他者のこ
ころの理解を深めたりすることは，保育者・教
育者を志す者にとっても重要な関心事である
と考えられ，そのための教育プログラムである
セカンドステップに対して，効果を期待したり，
実践してみたいという回答が多く見られたと
考えられる。なお，セカンドステップは，本調
査を実施した短期大学が設置されている都道
府県にある児童養護施設で導入されており（日
本こどものための委員会, 2017），1 年次の終わ
りに保育士資格を得るための施設実習でセカ
ンドステップの実践を目にした学生もいるか
もしれない。しかし，普段の授業の中で，この
ようなレッスンカードを用いた教育方法を学
ぶ機会は珍しく，その目新しさから，効果があ
りそう，実践してみたいという回答につながっ
たとも考えられる。一方で，子どもたちの目線
で参加しただけでは，自分が実践できるかどう
かは分からない面があるだろう。そのため，実
践するのが難しいと答える者が多くなったと
考えられる。小グループに分かれ，先生役と子
ども役のロールプレイを導入し，先生役の体験
をすることで，実践の難易度に対する印象は変
わるかもしれない。さらに，実践を行うための
研修費用や教材費などは，学生の立場からすれ
ば，高額に捉えられた可能性がある。これらの
費用は，園や学校，施設が負担するという形で
あれば，研修を受けて，実践してみたいという
希望は高まるのではないかと考えられる。 
今後の課題 
 今回紹介したセカンドステップのレッスン
は，全体のごく一部であった。また，人数の都
合上，参加者である学生は，子どもの立場でレ
ッスンを受けてもらうだけであり，実践者の立
場を経験してもらうことはできなかった。考察
でも述べたが，今後は，体験してもらうレッス
ンの数を増やしたり，少人数の授業において，
実践者の立場を体験したりすると，セカンドス
テップに対する理解が深まるものと考えられ
る。また，保育所や幼稚園でのセカンドステッ
プの効果研究は，先述した金山（2014）以外に
は見当たらないのが現状である。保育所や幼稚
園など幼児を対象に実践を行い，その場を保育
者・教育者およびその志望者に見学してもらう
ことや，効果研究を行うといったことが今後必
要になると考えられる。 
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資  料 
 
1. 背景 
 キレない子どもを青てる教青プログラム「セカンドステップ」は，1980 年代に米国シアトルの NPO 法人
Committee for Chi1drenにより開発されました。「ファーストステップ」とも言われた，虐待防止プログラムに続く
ものです。 
 子どもの衝動的・攻撃的な行動を和らげて，社会生活を円滑に送れることを目標に作られています。が，攻撃
的な子どもばかりでなく，全ての子どもが健全に育つことを究極的に目指しています。 
 2001年，アメリカ全国の数百のプログラム中「最も効果的なプログラム」として，連邦教育省より最優秀質を
受けました。現在，北米の 18,000 校で約 2,000 万人の子どもが，この教育を受けており，北米・南米・北欧など
20数カ国で使われています。アジアでは，日本が唯一ですが，国内の小学校・幼稚園・保育園・児童養護施設な
どで広く実践されています。 
 
2. 内容と指導方法 
 「セカンドステップ」のプログラムは，発達段階に応じて構成され，日本版はコース 0〜5まで出版されていま
す。ここでは「コース 1」の紹介をします。 
 各レッスンは，大きな写真の裏面の指示に従って， まず歌・ゲ
ーム・人形劇で子どもを楽しませます。つづいて「お話とディスカ
ッション」で，先生は日常生活での写真を見せながら，子どもと対
話をして，スキルを学ぶように仕向けます。そこで得たスキルは，
すぐロールプレイで練習して，日常生活で使えるようにします。 
 内容としては，次の 3章から構成されています。 
 
第 1章 相互の理解（共感訓練）：写真の子どもの顔，体，周囲の状況の手がかりから「嬉しい」「悲しい」「怒っ
た」などの気持ちを読みとる練習をします。また「こういうのは嫌だ」と自分の気持ちを表現して，相手の言うな
りにならないようにしたり，困っている友達を思いやることを学んだりして，「共感的態度」を身につけます。 
 
第 2 章 問題の解決：困難な状況に前向きに取りくみ，問題解決の力を養います。この「問題解決ステップ」に
は 5つあります。 
 ①伺が問題か，皆で話しあう。 
 ②解決策を考えて多くの意見を出しあう。 
 ③それぞれの解決策に対して安全性，公平性，皆の気持ち，実行の可能性を考える。 
 ④そのうちから 1つ選んで実行する。 
 ⑤解決できなければ，別の解決策を選んで実行する。 
これらのステップを日常生活で応用します。 
 
第 3 章 怒りの扱い：怒りの感情は抱いてもよいが，怒りの行動は相手や物を傷つけるのでよくないとし，その
対処法を指導します。「怒りの扱いのステップ」には，以下のものがあります。 
 ①怒りによる体の変化（胸がドキドキするなど）を感じとる。 
 ②ゆっくり 3回，深呼吸する。 
 ③数を 5まで数える。 
 ④「落ちついて」と自分に言いきかせる。 
日常生活のいろいろな想定揚面で，このステップを使う訓練をします。 
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3. 効果 
 アメリカの医学雑誌に「セカンドステップ」を使用した学校と，しない学校を比較研究した結果が掲載されて
います。使用した学校では，身体的暴力が 29%，言葉の暴力が 20%減少し，逆に，使用しなかった学校では，身
体的暴力が 41%，言葉の暴力が 22%増加した，と報告されています。日本では，東京都品川区の小学校でも同様
の結果が出ています。 
 
 
家庭への通信（セカンドステップの紹介） 
 年   月   日 
保護者各位 
前略 私たちは，セカンドステップという新しい教育プログラムを導入しています。社会的言動を
身につけることによって，自尊心が高まり，こどもたちが社会への適応力を高めていくことが目的
です。セカンドステップのレッスンを通して，こどもたちがより健全な対人関係を育み，私たちお
となが，こどもたちの良き規範となっていけるよう願っています。 
 
 セカンドステップの構成と学習内容は，次の通りです。 
1. 相互の理解 
 ○感情や気持ちを理解する。（うれしい，悲しい，怖いなど，私たちはいろいろな気持ちを持つ
こと。） 
 ○相手の考えや立場を理解する。（表情や様子から，相手の気持ちを察すること。） 
 ○相手に対して，思いやる態度を示す。（相手の気持ちに応えること。） 
 ○自分の気持ちを表現する。（適切な自己表現をすること。） 
 
2. 問題の解決 
 ○問題を頭の中で整理してから，解決のための行動をとる。 
 ○学習したスキルを使う。（いっしょに使うこと，順番を待つこと，など） 
 
3. 怒りの扱い 
 ○怒りの感情を自覚する。 
 ○怒りをやわらげる方法を学習する。 
 
 これからも通信をお届けしますので，こどもたちの学習課程をご確認下さい。また，ご家庭でも
折にふれて，復習をすすめて下さいますようお願いいたします。（復習の仕方は，通信でお知らせ
します。）これからご家庭で，こどもたちとセカンドステップについて話し合う機会が増えること
を願っています。私たちおとなが，学習していることに関心を持って接していくことが，こどもた
ちの向上心につながっていくと思います。これからもご協力を賜りますよう，よろしくお願いいた
します。 
 セカンドステップに関するお問い合わせはもちろん，ご意見やご感想などお寄せくださると幸
いです。 
草々 
 
 
 
Appendix 1. セカンドステップについての説明資料 
